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1 。 目　 的　 ア ル ミ ニ ウム 合 金 は強 固 な酸化 皮膜 の 存 在 に よ り拡 散接合 が困難 な材

料 の
一

つ と され て い る。 著者 らは 回 転摺 動 を 付与 す る こ と に よ り酸化 皮膜 を効 果的

に 破 砕除 去 しな が らア ル ミ ニ ウム 合 金 を接合 す る 方法 と して 、 Twisし Compression

阨 ユdin餐法 を提 案 しAIO50
，
A3003合金 で は 良好 な 結 果 を得 て い る e 　

1 ）2 ）

しか し マ グネ

シ ウム を含 むた め、 こ れ まで 拡散接 合 が きわ め て 困難 とされ て きた A5083合金 で は

接 合 面 に 発生 する 摩擦生 成物 に よ り接合が 阻害され る ため 継手効 率は低か っ た 。

1 ）

そ こ で こ の 阻害 を 無 くすべ く接合 部 を加 工 し接合 を試 み た 。

2 。 方　法　直径 10mmの A5083押 出 し材 を約 61mmに 切 断 し端 面 を Fig．1に示 す形状 に

旋 盤加 工 す る 。 X は 3
’

，
5
“

，
10

“
，
15

°
，
20

“
，24eの もの を用意 した 。 こ れ と直径 10mm、

長 さ60mm、端面 旋 盤加 工 した 同材料 の 接 合面 を　ア セ トン 中で超 音波 洗浄 した後

Fig。1 に 示す 様 に 突 合せ 接 合 面 に 垂 直 に 2615N（直径 10mmに 対す る圧 力 は33．3NPa）で

加 圧 し、 573Kま で 5 分間 で 加熱す る。 そ の 後6r．p ．m で接合面を 6 回転摺勸 （N＝6） さ

せ る。 こ の 条 件 は 前報 での 最 適接合 条件 に準 じた 。
D

接 合 した試 料 を ゲ ー ジ部 長 さ
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Fig ．1　　Shape　and 　size 　of 　speci 皿en
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Fig ．2　Effect　of 　tip　ang ユe 　 on 　the 　eoo 皿
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20肌 直径 8mmの 試験 片 に 加 工 し、 これ を引張 試験 し継手 強 さな ど を求め た 。 また
接 舗 分 の 断 面 を光 学顕 微鏡、 走査 型 電 子 顕 微鏡 を用 い て 観 察 した 。

3e 結　果　Fig．2 に 端面 の 形 状変化 と 継手強 度の 関係 を示 す 。 引 張 強 さ は 先端 角
が 鋭 くな る に っ れ て 増加 し X＝10

’
付近 で 母 材 な み の 強度 に 達 した 。 そ の 後 減 少す る。

断 面減少率 も x＝ 10
°
まで増 加 す る 。 Fig。2 で用い た値は平 均値を示 して い る の で 母

材 よ りも低 い 値 と な るが、 母 材破 断 した 試料 に 限 れ ば母 材 に 匹 敵す る特 性を 示す 。

先端角 が X司 0噛 で鋭 くなる に っ れ 接 合 強度 が 向上 する の は、 こ の 接合部 の 形状 の
た め実 際 の 接合 面 に 高い 圧 力 （33．3MPa以上 ）がか か る 効 果 と考え られ る。　X）IO

’
で 引

張 強さ が 下 が っ て い くの は 接 合 面外騨 の
一

部に 不 粉 な 摺動 に 起 因 した 未接 合 部
が ノ ッ チ と して残 る た め で は な い か と考 え られ る 。

　Fig．3（a）は X・5
°
の 接 合部 の 断面 で あ る e 矢 印 で示 し た部分 を拡 大 して い る 。 こ の

接 合 部分 の 外周 部に 閉 鎖 され た所 が 見 られ る 。 こ れ は 回転 摺動 に よ っ て 回 転 の 中，d、

部 か ら汚 染表 面 が 除去 さ れ 摩擦生 成物 と な り母 相 と
一

体 化 す る こ と な く外 部 に 向か

ト懸1鱗

（a ）　A5083　Tv＝573K　Pv＝33．31VPa　］
’
＝6　X＝ 　5

“

驫
墨 
丶

【
違

凵

っ て 成長 して い く、 こ の 成長 と 同時 に

接合 部分が 中心 か ら外周部 に・広 が る。

と こ ろ が外周 部 で も密着 と 接合 が 進 行

し内部か らの 摩 擦生 成物 の 排出 を阻 害

す る こ とに な り欠陥が で き る と考 え ら
れ る 。 こ の 欠陥は先 端角 が 鋭 くな る と

発 生 しな くな る。 先端 形状 が X＞O
°
で あ

る と圧 力 の 集中が中心 に 起 こ り接合 部

分 の 成 長 を 内部 か ら外部に 方 向づけ る

の で 前述の 接 合 機構 を助 け、外 周 部の

密着 　接 合 に よ る摩 擦生 成物の 排 出 に

障 害が な く、 ス ム ー ズに 排 出 さ れ る と

思 われ る 。 こ の 例 と して Fig．3（b）に x＝

24
°

の 接 合部 分 の 断面 を示 す eX ＞0
°
の

接 合部断面 の レ ン ズ状の 接合 影響部分

瀦黻畧芻蒜瓢雰磊購廴嵳
　　　　　 め で は な い か と考 え られ る。

　　　　　 4 ． まとめ　 A5083合 金 に お い て 接合

　　　　　 試料の
一

方 の 端部を 円錐状 （X・llot ）に

（b）　直5083　丁鄲
＝ 573K　Pvニ33．3MPa　N＝6　X＝ 24

’

　 Fig．3　Microstr 賤cture 　 at 　 and

　 　 　 　 near 　しbe　bond　interface

加工 しTwist　Cempression阨 ユding す
る こ と に よ り、 大 気中 で母 材 な み の 強
度 と延 性 を 持っ 継 手を得 る こ と が で き

た 。
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